
松本城三の丸エリアビジョン骨子（案）

１ 目指す方向性

２ 基本的な考え方と役割

３ 策定のプロセス

４ 将来像を実現するための重要な要素

５ 三の丸エリアの位置付け

６ プロジェクトを推進する１０の界隈

７ 将来像の実現に向けた進め方
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ḭ松本城は三重の水堀（総掘、外堀、内堀）で囲まれ、本丸、

二の丸、三の丸で城郭を形成していました。三の丸には上級家臣の屋

敷が配置され、その外側に町人地などの城下町が広がっていました。

、総堀のほとんどと外堀の一部は埋め立てられ、近代化と

ともに三の丸は城下町と一体化され、金融や行政などの業務地を中心

として、商店・住宅が集積する暮らしの場となっていました。

、業務地としての役割は縮小傾向にあり、まちなかで暮らす魅

力が感じられなくなっています。

כֿ פּ 、松本城三の丸エリアでは、かつての姿を復元するだけで

はなく、これまでの歴史の積み重ねや地域の風土、多様な文化を支え

る人材に根差した豊かな「暮らしの場」を創造することを目指します。

それにより、そこに暮らす人々の生活・文化にひかれて来街者が集

まる「観光の場」としての魅力を育みます。

⑶ エリアビジョンは、基本構想2030 の基本理念ʢ ⱪ

ӓ ӓ の具現化に向けて、松本城三

の丸周辺エリアに係わる各種計画に横串を刺し、分野を横断する連携

と分野の隙間をつなぐ取組みの拠り所とします。
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⑴ 豊かな暮らしを基盤とした「世界水準の歴史観光エリア」の実現

を公民が連携して目指す、エリアを包括した将来像を示します。

⑵ 多くの市民や各種団体等と地域の課題や将来への期待感を共有し、

エリアビジョン実現に向けた公民連携体制構築に繋げます。

・暮らし（住まい・働き）に根差した深い文化を

感じられる

・松本ならではのとびきりの体験ができる

・一時的市民として暮らすように過ごせる
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プロセスを進める上で、これまでに実施した主な取組み
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市民や事業者などへの聞取りを行い、まちの魅力や実現したいア

イデアや課題、地元に暮らす人の期待や要望などを把握
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市民等への聞取り調査の結果をもとに、各専門分野の専門家から

技術的助言をいただき、検討の方向性を整理
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将来像の実現に関わる庁内関係１６課と意見交換を実施

今後、テーマに応じたチームを設立し、部局横断の取組みを推進

ᾓ ϑ ὕ

上記の取組みを踏まえ、豊かな「暮らしの場」が成立するための重要

な要素として、次の７つの項目を大切にします。

⑴ 多様な ḱ （クラフト、食、音楽など）

⑵ 誰もが ／自己表現できる な環境

⑶ 市民が ことのできる／手を加えられる余白

⑷ 日常的に שḱּךּ ことのできる空間תּ

⑸ で安心して回遊できる環境

⑹ 山岳・川・水による פּ を感じられる環境

⑺ ・顕在化する
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「三の丸エリア」は、中心市街地の回遊動線の骨格を成す松本城・

松本駅・あがたの森公園を結ぶトライアングルの一角を担うエリアで

す。トライアングル全体を見渡して都市構造・交通体系を把握した上

で、中心市街地全体の魅力向上に資する三の丸エリアの将来像を提示

します。

周辺エリアとの関係性を考慮した上で、三の丸エリアに点在する地

域資源をネットワーク化して回遊性を向上します。

市民等とビジョンが示す将来像を共有するための を

以下のキーワード等をもとに提示します。
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・広範なエリアを一括りにするのではなく、潜在力の高い１０カ所に

分け、プロジェクト（アクティビティや場所の創造）を提示します。

・多様な主体が、複数の界隈で小さくプロジェクトを進め、それが

集積し相乗効果を生むことによって、エリア全体の価値を高めます。
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・松本城公園－道路－公有地（庁舎敷地）が一体となった象徴的な場を創出するとともに、現在は意識されていない本

来の登城ルート（大名町～太鼓門～天守）を顕在化し、歴史を活かした新たな魅力を創出します。

・広く市民や来街者に開いた「パブリックな広場」と位置付け、将来的には公民連携による新たな施設等を配置するな

どして、松本の街の新たなシンボルとします。
β ─ ▬ⱷכ☺

β ─ ▬ⱷכ☺

β ╡─ ▬ⱷכ☺

β ╩ ≤∆╢ ▬ⱷכ☺

β ≢─ ™≤ ─▬ⱷכ☺
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・松本城大手門桝形跡広場、女鳥羽川、基幹博物館等の公共空間は、工芸や演劇、食、音楽など、市民による様々な文

化の表現の場として、来街者を出迎える松本城の現代的なＧＡＴＥとします。

・民間と連携し、クラフト作家や料理人など、松本の文化の担い手が集う民間の拠点機能を創出し、文化的活動を発信

します。
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・外堀大通りの歩行者空間（暫定２車線）を活用した滞留空間と堀に面した松本城公園のテラス空間などを一体的な居

場所とします。

・松本城天守－松本城南・西外堀－北アルプスを一望し、体感できる新たな活動を創出します。

Ẏ׀

・人を中心とする道路空間として、高質化（再整備）し、三の丸エリアのシンボルロードとします。

・道路断面のフルフラット化や沿道デザインガイドラインの策定、沿道建物低層部へのサービス用途の誘導などを行い、

地元が主体となった持続可能な活用と運営を実現します。
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・滞留空間を再整備（座具のデザインや配置、外堀復元後の公園空間の再デザインなど）し、市民の日常的な憩いと来

街者の滞留がセットになった松本らしい「画」を創出します。

・歴史的価値を守りつつ、松本城公園（都市公園）の中で、松本のシンボルと調和した自由な表現や活動を生み出しま

す。
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β ☻♩♇◒─ ▬ⱷכ☺

β ™≢─ ▬ⱷכ☺

β ╛ ─ ™─ ─▬ⱷכ☺

β╕∟⌂⅛┼ ⅜⌐∂╖ ∆▬ⱷכ☺

β ╠⇔╩ ≤⇔√ ─▬ⱷכ☺
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・女鳥羽川の河川敷や橋、川沿いの建物などに居心地良く滞在できる仕組みを作り、暮らしの一部として水と緑に触れ

合う風景を創出します。

・その風景を守り、水辺を生かした活動を継続するため、活動主体が草刈りなどの維持管理の主体となる仕組みを構築

します。
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・日常的な学びの場である図書館と、近代教育のれい明を象徴する国宝旧開智学校校舎が隣接する知と歴史が集積する

空間とします。

・市民の暮らしと来街者が入り交じるきっかけを作り、新たな歴史を蓄積し、日常の憩いの場を創出します。

ʣᶽ

・辰巳の御庭や旧映画館などを核にして、界隈に集積する銘店や暮らしの積み重ねがまちなかへにじみ出す仕組みを創

出します。

・重層した歴史や市民の暮らしを気軽に触れることができる地域の活動を促進します。

ᶽ˝ᾪ

・安心して歩ける道やくつろぎの環境を整えることで、界隈に住まう暮らしの質を高めます。

・松本城を望む道や点在する個人店がもたらす界隈性を向上し、来街者も楽しむことのできる機会を創出します。

Ә Ӕ ḹ

・ ２つの国宝をつなぐ空間として、既存建築ストック（空き家・空き店舗等）の活用などにより、界隈に住まう市民の

暮らしの魅力を高め、来街者が暮らしに触れる接点を創出します。

・２つの国宝をつなぐ回遊動線を改善し、市街地と地域資源をネットワーク化して回遊性を向上します。
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これまでのまちづくりのプロセスは、行政が「つくる」側の主体となり、

ビジョンやマスタープランを描き、ハード整備を実施して、できあがった

モノを維持管理しながら活用方法を検討することが一般的でした。

その結果、作ったモノが十分に「使われない・活用できない」といった

問題が起こることも少なくありませんでした。

変化が激しい時代、柔軟な対応が求められる、これからのまちづくりの

プロセスは、将来の担い手となる民間の「つかう」側が主体性をもってビ

ジョンに関わり、自立した運営・マネジメントを見据えた実証実験・検証

を重ね、マスタープランやハード整備に反映することによって、地域に根

差したまちづくり・事業を展開することが重要となります。

ビジョンは目指すべき将来像を示したまちづくりのスタート地点です。

その実現に向けて、「つかう」側を主体とした推進組織（エリアプラット

ホーム）を設立し、 ḭ し、

民間が主体となった実施体制や持続可能な運営の仕組みを構築します。

©Heart Beat Plan Inc .
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エリア調査

仮説設定

ビジョン策定

ビジョンの検証・評価・実現策への反映
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エリア
継続運営

事業推進・
制度化

実現策・
公民役割共有

エリア
経営組織
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推進組織

７１

２

３

４

５

６


